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い
こ
と
、
や
れ
そ
う
な
こ
と
に
諦
め
ず
に
挑

戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
後

に
な
っ
て「
あ
の
時
に
や
っ
て
お
け
ば
よ
か

っ
た
」と
後
悔
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

大
き
な
目
標
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
日
々
の
練

習
に
よ
り
身
が
入
り
ま
し
た
。
経
験
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
家
族
、
帯
同
ス
タ
ッ
フ
、
支
援

者
に
は
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
安
曇
野
は
自
転
車
乗
り
に
最
適

　
県
外
出
身
の
私
が
こ
の
地
に
定
住
し
、
自

転
車
店
を
構
え
た
理
由
は
、
こ
の
場
所
が
自

転
車
を
乗
る
の
に
適
し
た
環
境
だ
か
ら
で

す
。
安
曇
野
の
道
は
平
坦
、ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
、

峠
と
多
様
性
が
あ
り
ま
す
。
健
康
に
も
環
境

に
も
優
し
い
自
転
車
は
、
理
想
的
な
乗
り
物

で
す
。
地
元
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と
自
転
車
に

乗
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

手
権
で
二
度
優
勝
し
ま
し
た
が
、
け
が
で

１
９
９
６
年
に
第
一
線
を
退
き
ま
し
た
。
２

年
後
、
思
い
入
れ
の
あ
る
大
会
の
名
前
を
入

れ
た
自
転
車
店「
シ
ク
ロ
オ
オ
イ
シ
・
ラ
ヴ

ニ
ー
ル
」
を
穂
高
町
に
開
き
ま
し
た
。

　
競
技
か
ら
離
れ
、
年
齢
を
重
ね
て
も
、
小

学
校
の
頃
に
初
め
て
自
転
車
に
乗
っ
た
時
の

「
ど
こ
ま
で
遠
く
、
速
く
行
け
る
の
だ
ろ
う
」

と
い
う
思
い
は
持
ち
続
け
て
い
ま
し
た
。
今

回
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
日
本
縦
断
タ
イ
ム
ア
タ

ッ
ク
は
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら
考
え
て
い
ま
し

た
。
ツ
ー
ル
・
ド
・
ラ
ヴ
ニ
ー
ル
か
ら
40
年

が
た
ち
、
65
歳
に
な
っ
た
節
目
に
、
自
分
の

限
界
を
知
ろ
う
と
挑
戦
を
決
意
し
ま
し
た
。

挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
実
感

　

先
月
９
月
15
日
午
前
４
時
に
北
海
道
稚

内
市
に
あ
る
最
北
端
の
宗
谷
岬
を
出
発
し
、

２
６
０
０
㌔
先
の
鹿
児
島
県
に
あ
る
佐
多
岬

を
目
指
し
ま
し
た
。
日
本
縦
断
の
ギ
ネ
ス
記

録
は
５
日
と
17
分
だ
っ
た
の
で
、
今
回
は
８

日
間
で
の
ゴ
ー
ル
を
目
標
に
し
ま
し
た
。

　
１
１
０
０
㌔
を
走
っ
て
新
潟
県
三
条
市
付

近
ま
で
来
た
４
日
目
、
ア
キ
レ
ス
腱
の
炎
症

が
ひ
ど
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
以
上
は
無
理

が
で
き
な
い
と
感
じ
、
残
念
な
が
ら
断
念
。

50
年
弱
に
わ
た
っ
て
自
転
車
競
技
の
経
験
を

積
ん
で
き
ま
し
た
が
、
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
と
日

本
縦
断
タ
イ
ム
ア
タ
ッ
ク
は
全
く
の
別
物
で

あ
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
経
験
を
通
じ
て
、
自
分
が
や
り
た

　
あ
の
思
い
出
の
大
会
出
場
か
ら
40
年
、
65

歳
で
挑
ん
だ
日
本
縦
断
タ
イ
ム
ア
タ
ッ
ク
。

過
酷
な
挑
戦
を
終
え
た
ば
か
り
の
大
石
一
夫

さ
ん
に
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

本
場
欧
州
で
得
た
大
き
な
感
動

　
40
年
前
の
１
９
８
６
年
、
日
本
代
表
と
し

て
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
大
会「
ツ
ー
ル・

ド
・
ラ
ヴ
ニ
ー
ル
」
に
出
場
し
ま
し
た
。
フ

ラ
ン
ス
な
ど
を
駆
け
る
中
、
本
場
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
選
手
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
や
観
客
の
熱
い
応

援
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

が
国
民
的
な
ス
ポ
ー
ツ
の
欧
州
で
得
た
こ
の

感
動
は
、
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
全
日
本
選

いかに速く到達できるか
日本縦断で限界に挑戦

競技人生約50年、65歳の
自転車ロードレース元全日本王者

大 石  一 夫 さん

秋田県出身で穂高
牧在住。自転車ロー
ドレースの全日本
選手権で二度優勝
するなど、数々の国
内タイトルを獲得。
自転車愛好家らか
らの愛称は「レジェ
ンド」。2人の子ども
の父親でもある。

数々のトロフィーが並ぶシクロオオイシ・ラヴニールの店内

日本縦断タイムアタックに挑戦している大石さん

見て聞いて体験！　環境とまちづくりに触れる2日間

船
9月20日　対馬丸記念館出張講話・映画上映会

太平洋戦争中に米軍の攻撃を受けて学童疎開船が
沈没した「対馬丸撃沈事件」を伝える講話と映画上映会
が豊科公民館で開かれました。講話では、対馬丸記念館

（那覇市）の平良次子館長（64）と事件で姉2人を失った
外間邦子さん（87）が登壇。約1500人が命を落とした悲
劇や、厳重なかん口令で長年事件を口にできなかった
生存者と遺族の苦しみ、船長を務めた安曇野出身の西
沢武雄さんの存在を語りました。

参加した英三千留さん（17・穂高有明）は「当時を想像
して聞き入った。戦争を体験していないからこそ、生の
声に触れる大切さを感じた」と話しました。

長ゆかりの地で語る　学童疎開の悲劇小
10月8日　小中学校給食中村屋カリーの日

この日の給食は中村屋カリー。このカレーは、新宿中
村屋が学校給食用に開発した安曇野産タマネギ入りの
特製ルーで作った人気メニューです。穂高西小学校6年
1組ではカリーの日に合わせて、小説『安曇野』に登場
する新宿中村屋を創業した相馬愛蔵・良夫妻らゆかり
の先人を紹介する動画を上映。その後は地元産食材が
入ったカレーをおいしそうに味わっていました。安田
愛花さんは「安曇野の出身者が東京の名店を開いたと
知って驚いた。カレーも程よい辛さでおいしい」と笑顔
を見せました。動画は市内全小中学校で上映するほか、
市公式YouTubeチャンネルでも公開しています。

説『安曇野』に触れて味わう 絶品カリー

10月10日・11日　安曇野環境フェア2026・あづみの市民活動フェスタ2026
楽しみながら環境にやさしい暮らしを考えるイベントが堀金総合

体育館で開かれました。会場では、地域の水資源を学ぶ講演会などが
行われたほか、環境保全に取り組む約50団体が展示・体験ブースを出
展。手回し発電機で紙風船を浮かせる実験を体験した酒井暁穂くん

（8・穂高）は「早く回した分だけ発電できておもしろい」と何度も挑戦
していました。11 日には隣接する常念ドームと堀金中央公園で市民活
動フェスタが開かれ、23団体がステージ発表やブース出展で日頃の活
動を発表。イングリッシュハンドベル演奏で美しい音色を響かせた耳
塚知美さん（56・穂高有明）は「発表を通じて一緒に活動する仲間が増
えればうれしい」と活動の広がりを願っていました。

動画はこちら▶


